
ホ

ー

ム

レ

ス

や

生

活

困

窮
者
の
人
た
ち
の
為
の
「
中

央

保

護

所

」

を

市

が

廃

止

し

、

類

似

の

救

護

施

設

と

い

う

新

た

な

施

設

に

切

り

替

え

る

と

発

表

。

し

か

し

保

護

所

は

市

立

で

す

が

、

新

し

い

施

設

は

民

立

民

営

で

、

市

が

そ

の

民

の

事

業

者

を

公

募

。

昨

年

度

、

募

集

し

、

事

業

者

を

選

定

し

ま

し

た

が

、

問

題

点

を

た

く

さ

ん

抱

え

、

井

上

議

員

は

、
「

一

か

ら

出

直

す

べ

き

」

と

訴

え

て

い

ま

す

。

最

大

の

問

題

は

、

事

業

者

の

選

定

に

あ

た

り

、

学

識

経

験

者

な

ど

第

三

者

機

関

を

設

置

せ

ず

、

市

の

幹

部

だ

け

で

決

め

た

こ

と

で

す

。

元

々

、

応

募

は

大

阪

の

福

祉

法

人

一

団

体

だ

け

で
、
し
か
も
こ
の
法
人
は
、

市

が

救

護

施

設

の

民

間

公

募

と

の

方

針

を

決

め

る

一

年

以

上

も

前

か

ら

「

救

護

施

設

用

に

」

土

地

を

買

っ

て

い

た

こ

と

も

分

か

っ

て

い

ま

す

。

経

過

が

不

可

解

で
す
。

他

に

も

問

題

点

だ

ら

け

で

す

。

①

場

所

が

伏

見

区

と

向

日

市

の

境

の

住

宅

地

で

、

駅

や

商

店

街

、

不

動

産
屋
さ
ん
な
ど
が
少
な
く
、

入
所
者
や
通
所
の
場
合
の
、

生

活

訓

練

や

家

探

し

な

ど

に

適

さ

な

い

、

②

駅

や

福

祉

事

務

所

か

ら

遠

く

、

支

援

者

、

市

の

職

員

な

ど

の

訪

問

に

際

し

、

不

便

で

あ

る

。

③

相

部

屋

で

個

人

の

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

が

守

れ

な

い

、

④

終

身

の

入

所

施

設

な

の

か

、

居

宅

復

帰

を

め

ざ

す

の

か

、

イ

マ

イ

チ

不

明

確

、

⑤

元

々

、

貧

困

対

策

は

市

が

公

設

公

営

で

責

任

を

持

つ

べ

き

と

、

井

上

議
員
は
求
め
て
き
ま
し
た
。

民

設

民

営

は

市

の

公

的

責

◎

障

害

者

用

補

装

具

の

支

給

の

申

請

用

紙

に

「

収

入

・

資

産

等

申

告

」

欄

が

あ

り

ま

す

が

、

資

産

ま

で

支

給

の

要

件

に

な

る

の

で

し

ょ

う

か

。

市

と

折

衝

。

市

「

収

入

確

認

は

必

要

だ

が

資
産
は
要
件
で
は
な
い
。
」

で
決
着
。

◎

住

宅

か

ら

転

出

し

ま

UR

し

た

が

、

返

済

予

定

の

敷

金

以

上

に

修

理

代

や

掃

除

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会

５

月

日

、

殿

田

公

園

26

に

て

南

区

壮

年

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

。

選

手

出

場

と

審
判
の
お
手
伝
い
。

任
の
大
幅
後
退
で
す
。

建

設

予

定

地

周

辺

地

域

で

も

「

説

明

不

足

」

と

の

声

が

あ

が

っ

て

お

り

、

現

在

、

着

工

予

定

が

大

幅

に

遅

れ

て

い

る

状

態

で

す

。

※

※

次

号

で

は

、

市

が

第

三

者

の

選

定

機

関

を

設

け

な

か
っ
た
問
題
点
に
つ
い
て
、

続
報
の
予
定
で
す
。

代
を
請
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

自

然

摩

耗

分

は

店

子

の

責

任
で
は
な
い
等
と
、
現
在
、

反
論
中
で
す
。

◎
借
金
が
重
な
っ
て
お
り
、

複

数

の

債

権

者

の

う

ち

、

債

務

額

が

正

確

に

分

か

ら

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

解

決

の

方

法

は

？

→

債

権

者

に

確

か

め

、

債

務

の

総

額

が

分

か

っ

た

と

こ

ろ

で

民
事
再
生
と
か
破
産
等
へ
。

◎

府

内

の

京

都

市

以

外

の

市

に

住

ん

で

い

た

頃

の

国

民

健

康

保

険

税

の

過

去

の

滞

納

分

の

請

求

書

が

、

府

の

税

機

構

と

い

う

と

こ

ろ

か

ら

届

い

た

が

…

→

府

会

議
員
と
相
談
中
で
す
。

◎
民
泊
に
つ
い
て
、
現
在
、

事

業

者

と

町

内

会

と

で

協

定

書

締

結

に

向

け

話

し

合

い
中
で
す
。

◎

ホ

テ

ル

建

設

対

策

で

、

現

在

、

町

内

で

要

望

項

目

を
整
理
中
で
す
。

◎

パ

チ

ン

コ

屋

さ

ん

が

解

体

工

事

中

で

す

が

、

騒

音

を

せ

め

て

も

う

少

し

静

か

に

願

い

た

い

。

跡

に

何

が

で

き

る

の

か

も

分

か

ら

な

い

。

要

望

や

疑

問

を

文

書

で

申

し

入

れ

る

こ

と

に

し

ま
し
た
。

◎

父

が

入

院

。

私

も

低

賃

金

で

入

院

代

が

大

変

。

→

当

面

、

①

限

度

額

認

定

証

を

請

求

、

病

院

窓

口

に

提

出

、

②

生

活

保

護

が

可

能

か

ど

う

か

、

現

在

、

計

算

中

、

③

父

の

姪

＝

い

と

こ

と

そ

の

子

が

同

居

中

で

す

が

、

そ

の

子

の

父

親

は

行

方

不

明

と

の

こ

と

。

児

童

扶

養

手

当

申

請

中

。

④

父

が

心

臓

の

手

術

を

し

ま

し

た

が

。

障

害

者

手

帳

の

申

請

が

可

能

か

ど

う

か

、

現

在
、
こ
れ
も
検
討
中
で
す
。
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福
祉
施
設
運
営
の
民
設
民
営
化
は
市
の
公
的
責
任
の
後
退

事
業
者
選
定
手
続
き
も
不
可
解

猛
勉
強
に
て
対
応
中

最
近
の
相
談
か
ら

市消防団総合査閲を見学（ 6/2）


